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(57)【要約】
【課題】応答特性が改善され、均一な画質の映像を表示
できるようにした画素とこれを用いた有機電界発光表示
装置を提供する。
【解決手段】第１電源と第２電源との間に接続される有
機発光ダイオードと、前記第１電源と前記有機発光ダイ
オードとの間に接続されて前記有機発光ダイオードに駆
動電流を供給する画素回路と、以前走査線に以前走査信
号が供給される第１期間に前記有機発光ダイオードのア
ノード電極にリセット電圧を供給する第１トランジスタ
とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１電源と第２電源との間に接続される有機発光ダイオードと、
　前記第１電源と前記有機発光ダイオードとの間に接続されて前記有機発光ダイオードに
駆動電流を供給する画素回路と、
　以前走査線に以前走査信号が供給される第１期間に前記有機発光ダイオードのアノード
電極にリセット電圧を供給する第１トランジスタと、
を備える画素。
【請求項２】
　前記リセット電圧は別途の初期化電源の電圧に設定され、
　前記第１トランジスタは前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源との
間に接続され、前記第１トランジスタのゲート電極は前記以前走査線に接続されることを
特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項３】
　前記リセット電圧は前記第２電源の電圧に設定され、
　前記第１トランジスタは前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２電源との間
に接続され、前記第１トランジスタのゲート電極は前記以前走査線に接続されることを特
徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項４】
　前記画素回路は、
　データ線と第１ノードとの間に接続され、ゲート電極が現在の走査線に接続される第２
トランジスタと、
　前記第１ノードと前記有機発光ダイオードとの間に接続され、ゲート電極が第２ノード
に接続される第３トランジスタと、
　前記第２ノードと前記第１電源との間に接続される第１キャパシタと、
を備えることを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項５】
　前記画素回路は、
　前記第３トランジスタのゲート電極とドレイン電極との間に接続され、ゲート電極が前
記現在の走査線に接続される第４トランジスタと、
　前記第１電源と前記第１ノードとの間に接続され、ゲート電極が発光制御線に接続され
る第５トランジスタと、
　前記第３トランジスタと前記有機発光ダイオードとの間に接続され、ゲート電極が前記
発光制御線に接続される第６トランジスタと、
　前記第２ノードと初期化電源との間に接続され、ゲート電極が前記以前走査線に接続さ
れる第７トランジスタと、
を更に備えることを特徴とする請求項４に記載の画素。
【請求項６】
　前記画素回路は、前記第２ノードと前記現在の走査線との間に接続される第２キャパシ
タを更に備えることを特徴とする請求項４に記載の画素。
【請求項７】
　走査線、発光制御線及びデータ線の交差部に配置される多数の画素を備え、
　前記画素のそれぞれは、
　第１電源と第２電源との間に接続される有機発光ダイオードと、
　前記第１電源と前記有機発光ダイオードとの間に接続されて前記有機発光ダイオードに
駆動電流を供給する画素回路と、
　以前走査線に以前走査信号が供給される第１期間に前記有機発光ダイオードのアノード
電極にリセット電圧を供給する第１トランジスタと、
を備える有機電界発光表示装置。
【請求項８】
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　前記リセット電圧は別途の初期化電源の電圧に設定され、
　前記第１トランジスタは前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源との
間に接続され、前記第１トランジスタのゲート電極は前記以前走査線に接続されることを
特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記リセット電圧は前記第２電源の電圧に設定され、
　前記第１トランジスタは前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２電源との間
に接続され、前記第１トランジスタのゲート電極は前記以前走査線に接続されることを特
徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画素及びこれを用いた有機電界発光表示装置に関し、特に、応答特性が改善さ
れ、均一な画質の映像を表示できるようにした画素及びこれを用いた有機電界発光表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管と比較して重さが軽く、体積が小さな各種平板表示装置（Ｆｌａｔ Ｐ
ａｎｅｌ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）が開発されている。
【０００３】
　平板表示装置のうち、特に、有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍ
ｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ）は自発光素子である有機発光ダイオードを
用いて映像を表示することにより、輝度及び色純度に優れていることから、次世代表示装
置として注目されている。
【０００４】
　このような有機電界発光表示装置は、有機発光ダイオードを駆動する方式によって、パ
ッシブマトリクス型有機電界発光表示装置（ＰＭＯＬＥＤ）とアクティブマトリクス型有
機電界発光表示装置（ＡＭＯＬＥＤ）とに分けられる。
【０００５】
　ＡＭＯＬＥＤは、走査線及びデータ線の交差部に位置する多数の画素を備える。そして
、各画素は有機発光ダイオードと、これを駆動するための画素回路とを備える。ここで、
画素回路は通常、スイッチングトランジスタ、ドライビングトランジスタ及びストレージ
キャパシタを含んで構成される。
【０００６】
　このようなＡＭＯＬＥＤは、消費電力が小さいという利点を有することから、携帯用表
示装置などに有用に用いられる。
【０００７】
　但し、ＡＭＯＬＥＤの場合、画素の構造上、発生する寄生キャパシタにより画素の応答
特性が低下し、映像の画質が不均一になるという問題が発生し得る。
【０００８】
　特に、画素回路と有機発光ダイオードとが重なるように配置される全面発光型ＡＭＯＬ
ＥＤの場合、ストレージキャパシタと有機発光ダイオードのアノード電極との間で生成さ
れた寄生キャパシタによりキックバック電圧（ｋｉｃｋｂａｃｋ ｖｏｌｔａｇｅ）が発
生する。
【０００９】
　このようなキックバック電圧は、ドライビングトランジスタのゲート電極が接続される
ノードの電圧変動を引き起こすが、特に、以前フレームにおける階調に応じて同一の階調
を表示するフレームの間でも変動値の偏差が発生して画素の応答特性が低下し、映像の画
質が低下するおそれがある。
【先行技術文献】



(4) JP 2010-26488 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】大韓民国特許公開第２００５－０１０４８１７号
【特許文献２】大韓民国特許公開第２００３－０００３４４６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　従って、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、応答特性が改
善され、均一な画質の映像を表示できるようにした画素とこれを用いた有機電界発光表示
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記目的を達成するために、本発明の第１の側面に係る画素は、第１電源と第２電源と
の間に接続される有機発光ダイオードと、前記第１電源と前記有機発光ダイオードとの間
に接続されて前記有機発光ダイオードに駆動電流を供給する画素回路と、以前走査線に以
前走査信号が供給される第１期間に前記有機発光ダイオードのアノード電極にリセット電
圧を供給する第１トランジスタとを備える。
【００１３】
　ここで、前記リセット電圧は別途の初期化電源の電圧に設定され、前記第１トランジス
タは前記有機発光ダイオードのアノード電極と前記初期化電源との間に接続され、前記第
１トランジスタのゲート電極は前記以前走査線に接続され得る。
【００１４】
　又は、前記リセット電圧は前記第２電源の電圧に設定され、前記第１トランジスタは前
記有機発光ダイオードのアノード電極と前記第２電源との間に接続され、前記第１トラン
ジスタのゲート電極は前記以前走査線に接続され得る。
【００１５】
　また、前記画素回路は、データ線と第１ノードとの間に接続され、ゲート電極が現在の
走査線に接続される第２トランジスタと、前記第１ノードと前記有機発光ダイオードとの
間に接続され、ゲート電極が第２ノードに接続される第３トランジスタと、前記第２ノー
ドと前記第１電源との間に接続される第１キャパシタと、前記第３トランジスタのゲート
電極とドレイン電極との間に接続され、ゲート電極が前記現在の走査線に接続される第４
トランジスタと、前記第１電源と前記第１ノードとの間に接続され、ゲート電極が発光制
御線に接続される第５トランジスタと、前記第３トランジスタと前記有機発光ダイオード
との間に接続され、ゲート電極が前記発光制御線に接続される第６トランジスタと、前記
第２ノードと初期化電源との間に接続され、ゲート電極が前記以前走査線に接続される第
７トランジスタと、前記第２ノードと前記現在の走査線との間に接続される第２キャパシ
タとを更に備えることができる。
【００１６】
　本発明の第２の側面に係る有機電界発光表示装置は、走査線、発光制御線及びデータ線
の交差部に配置される多数の画素を備え、前記画素のそれぞれは、第１電源と第２電源と
の間に接続される有機発光ダイオードと、前記第１電源と前記有機発光ダイオードとの間
に接続されて前記有機発光ダイオードに駆動電流を供給する画素回路と、以前走査線に以
前走査信号が供給される第１期間に前記有機発光ダイオードのアノード電極にリセット電
圧を供給する第１トランジスタとを備える。
【発明の効果】
【００１７】
　このような本発明の画素及びこれを用いた有機電界発光表示装置によれば、各画素は初
期化期間に有機発光ダイオードのアノード電極に一定の電圧を印加するリセット用トラン
ジスタ（第１トランジスタ）を備える。これにより、以前フレームの階調と関係なく、各
階調に対するキックバック電圧の値が均一に維持されることで、画素の応答特性を改善し
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、均一な画質の映像を表示できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】有機電界発光表示装置の構成を概略的に示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る画素を示す回路図である。
【図３】図２に示した画素の駆動方法を示す波形図である。
【図４】本発明の他の実施形態に係る画素を示す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、添付の図面を参照しつつ、本発明の実施形態を更に詳細に説明する。
【００２０】
　図１は、有機電界発光表示装置の構成を概略的に示すブロック図である。
【００２１】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、画素部１００、
走査駆動部２００及びデータ駆動部３００を備える。
【００２２】
　画素部１００は、走査線Ｓ０～Ｓｎ、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍの
交差部にマトリクス状に配置される多数の画素１１０を備える。
【００２３】
　画素１１０は、それぞれ自身が位置する行の走査線（以下、現在の走査線という）及び
発光制御線、以前行の走査線（以下、以前走査線という）及び自身が位置する列のデータ
線に接続される。例えば、第ｉ行第ｊ列に位置する画素１１０は、第ｉ走査線Ｓｉ、第ｉ
発光制御線Ｅｉ、第ｉ－１走査線Ｓｉ－１及び第ｊデータ線Ｄｊに接続される。
【００２４】
　このような画素１１０のそれぞれは、以前走査線から走査信号が供給される第１期間に
初期化され、現在の走査線から走査信号が供給される第２期間にデータ線からデータ信号
の供給を受ける。そして、画素１１０は、発光制御線から供給される発光制御信号の電圧
レベルが遷移されてそれぞれの画素１１０内に備えられた有機発光ダイオードに電流が供
給される第３期間にデータ信号に対応する輝度で発光することで映像を表示する。
【００２５】
　一方、画素部１００は、外部（例えば、電源の供給部）から第１及び第２電源ＥＬＶＤ
Ｄ、ＥＬＶＳＳの供給を受ける。このような第１及び第２電源ＥＬＶＤＤ、ＥＬＶＳＳは
、それぞれハイレベル電圧源及びローレベル電圧源として作用するものであって、画素１
１０の駆動電源として用いられる。
【００２６】
　走査駆動部２００は、外部（例えば、タイミング制御部）から供給される走査制御信号
に対応して走査信号及び発光制御信号を生成する。走査駆動部２００で生成された走査信
号及び発光制御信号は、それぞれ走査線Ｓ０～Ｓｎ及び発光制御線Ｅ１～Ｅｎを介して画
素１１０に順次供給される。
【００２７】
　データ駆動部３００は、外部（例えば、タイミング制御部）から供給されるデータ及び
データ制御信号に対応してデータ信号を生成する。データ駆動部３００で生成されたデー
タ信号は、データ線Ｄ１～Ｄｍを介して走査信号と同期するように画素１１０に供給され
る。
　図２は、本発明の一実施形態に係る画素を示す回路図であって、図２に示す画素は、図
１に示した有機電界発光表示装置などに適用されることができる。便宜上、図２では第ｎ
行及び第ｍ列に位置する画素を示す。
【００２８】
　図２を参照すれば、本発明の一実施形態に係る画素１１０は、第１電源ＥＬＶＤＤと第
２電源ＥＬＶＳＳとの間に接続される有機発光ダイオードＯＬＥＤと、以前走査線Ｓｎ－
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１に以前走査信号が供給される期間に有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極にリセ
ット電圧を供給する第１トランジスタＴ１と、第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオード
ＯＬＥＤとの間に接続されて有機発光ダイオードＯＬＥＤに駆動電流を供給する画素回路
１１２とを備える。
【００２９】
　より具体的には、第１トランジスタＴ１は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極
と初期化電源Ｖｉｎｉｔとの間に接続され、第１トランジスタＴ１のゲート電極は以前走
査線Ｓｎ－１に接続される。ここで、初期化電源Ｖｉｎｉｔは、第１及び第２電源ＥＬＶ
ＤＤ、ＥＬＶＳＳと異なる別途の電源であって、画素１１０を初期化するために追加的に
供給される電源である。
【００３０】
　このような第１トランジスタＴ１は、以前走査線Ｓｎ－１に以前走査信号が供給される
期間にターンオンされて有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に初期化電源Ｖｉｎ
ｉｔの電圧を供給する。
【００３１】
　即ち、第１トランジスタＴ１は画素１１０の初期化期間に有機発光ダイオードＯＬＥＤ
のアノード電極に一定のリセット電圧を供給するためのリセット用トランジスタとして備
えられる。本実施形態において、リセット電圧は初期化電源Ｖｉｎｉｔの電圧に設定され
る。
【００３２】
　画素回路１１２は、第２乃至第７トランジスタＴ２～Ｔ７と、第１及び第２キャパシタ
Ｃ１、Ｃ２とを備える。
【００３３】
　第２トランジスタＴ２は、データ線Ｄｍと第１ノードＮ１との間に接続され、第２トラ
ンジスタＴ２のゲート電極は現在の走査線Ｓｎに接続される。このような第２トランジス
タＴ２は、現在の走査線Ｓｎに現在の走査信号が供給される期間にターンオンされてデー
タ線Ｄｍから供給されるデータ信号を画素１１０の内部に伝達する。
【００３４】
　第３トランジスタＴ３は、第１ノードＮ１と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続
され、第３トランジスタＴ３のゲート電極は、第２ノードＮ２に接続される。このような
第３トランジスタＴ３は、第２トランジスタＴ２を介して伝達されるデータ信号に対応し
て画素１１０の発光期間に有機発光ダイオードＯＬＥＤに流れる駆動電流の大きさを制御
する。
【００３５】
　第４トランジスタＴ４は、第３トランジスタＴ３のゲート電極とドレイン電極との間に
接続され、第４トランジスタＴ４のゲート電極は現在の走査線Ｓｎに接続される。このよ
うな第４トランジスタＴ４は、現在の走査線Ｓｎに現在の走査信号が供給される期間にタ
ーンオンされて第３トランジスタＴ３をダイオード連結させる。
【００３６】
　第５トランジスタＴ５は、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間に接続され、第
５トランジスタＴ５のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続される。このような第５トラン
ジスタＴ５は、発光制御線Ｅｎから供給される発光制御信号がローレベルに遷移されると
、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１とを電気的に連結する。即ち、第５トランジスタ
Ｔ５がターンオンされると、第３トランジスタＴ３と第１電源ＥＬＶＤＤとが電気的に連
結される。
【００３７】
　第６トランジスタＴ６は、第３トランジスタＴ３と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間
に接続され、第６トランジスタＴ６のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続される。このよ
うな第６トランジスタＴ６は発光制御線Ｅｎにハイレベルの発光制御信号が供給される期
間にターンオフされることで、有機発光ダイオードＯＬＥＤに駆動電流が供給されるのを
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防止する。そして、第６トランジスタＴ６は、発光制御信号の電圧レベルがローレベルに
遷移される発光期間にターンオンされて第３トランジスタＴ３と有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤとを電気的に連結する。
【００３８】
　第７トランジスタＴ７は、第２ノードＮ２と初期化電源Ｖｉｎｉｔとの間に接続され、
第７トランジスタＴ７のゲート電極は以前走査線Ｓｎ－１に接続される。このような第７
トランジスタＴ７は、以前走査線Ｓｎ－１に以前走査信号が供給される期間にターンオン
されて第２ノードＮ２に初期化電源Ｖｉｎｉｔの電圧を供給する。
【００３９】
　第１キャパシタＣ１は、第２ノードＮ２と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に接続される。こ
のような第１キャパシタＣ１は、以前走査線Ｓｎ－１に以前走査信号が供給される期間に
第７トランジスタＴ７を経由して供給される初期化電源Ｖｉｎｉｔにより初期化される。
その後、第１キャパシタＣ１は現在の走査線Ｓｎに現在の走査信号が供給される期間に第
２乃至第４トランジスタＴ２～Ｔ４を経由して供給されるデータ信号を格納する。
【００４０】
　第２キャパシタＣ２は、第２ノードＮ２と現在の走査線Ｓｎとの間に接続される。この
ような第２キャパシタＣ２は、現在の走査線Ｓｎからの現在の走査信号と第２ノードＮ２
の電圧差を一定に維持する。即ち、第２キャパシタＣ２は現在の走査信号の電圧レベルが
遷移されるとき、特に、現在の走査信号の供給が中断される時点でカップリング作用によ
り第２ノードＮ２の電圧を上昇させることで、パネル内のロードによる電圧の降下を補償
する。
【００４１】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素回路１１２と第２電源ＥＬＶＳＳとの間に接続さ
れる。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素１１０の発光期間に第１電源ＥＬ
ＶＤＤ、第５トランジスタＴ５、第３トランジスタＴ３及び第６トランジスタＴ６を経由
して供給される駆動電流に対応して発光する。
【００４２】
　前述したような画素１１０において、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極が画
素回路１１２、特に、第１及び／又は第２キャパシタＣ１、Ｃ２と重なる画素の構造上、
第２ノードＮ２と有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極との間には寄生キャパシタ
Ｃｐが生成される。
【００４３】
　このような寄生キャパシタＣｐは、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極の電圧
（以下、アノード電圧という）が変更されると、キックバック電圧を発生させて第２ノー
ドＮ２の電圧を変化させる。
【００４４】
　ここで、キックバック電圧はアノード電圧の変化幅が大きいほど、大きく発生する。例
えば、有機発光ダイオードＯＬＥＤが以前フレームでブラック諧調を表示し、後続するフ
レームでホワイト諧調を表示する場合、画素１１０の発光期間が始まると、アノード電圧
が非常に低い状態から高い状態に転換されながら、アノード電圧が急激に上昇する。これ
により、寄生キャパシタＣｐによりキックバック電圧が大きく発生しながら、第２ノード
Ｎ２の電圧が上昇する。従って、ブラック諧調からホワイト諧調に転換された最初のフレ
ームでは第２ノードＮ２の電圧がホワイト諧調を表示できるぐらいに十分に低く設定され
ないので、駆動電流が減少する。
【００４５】
　そして、以前フレームと次のフレームともホワイト諧調を表示する場合には以前フレー
ムでアノード電圧が相対的に高い状態に設定されているため（但し、第１トランジスタＴ
１が備えられていない場合）、キックバック電圧が相対的に小さく発生する。
【００４６】
　従って、ブラック諧調からホワイト諧調に転換される最初のフレームに比べて、ホワイ
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ト諧調を維持する以後のフレームにおける駆動電流が大きいため、以後のフレームで有機
発光ダイオードＯＬＥＤが更に高い輝度で発光する。
【００４７】
　即ち、フレーム毎にアノード電圧がリセットされなければ、同じ階調に対応するデータ
信号が供給されても以前フレームとの階調差によってフレーム単位で輝度偏差が発生する
。これにより、低階調から高諧調に転換される最初のフレームにおける画素１１０の発光
輝度は類似又は同一の階調が維持される以後のフレームにおける発光輝度に比べて相対的
に低くなる。従って、輝度曲線に段差が発生して遅延の形態に現れる。これにより、画素
１１０の応答特性が低下し、画質が不均一になるおそれがある。
【００４８】
　従って、本発明ではこれを防止するために、各フレームの初期化期間にアノード電圧を
一定にリセットする第１トランジスタＴ１を備える。
【００４９】
　これにより、以前フレームから供給されるデータ信号の階調と関係なく、階調別にキッ
クバック電圧の値が均一に維持される。従って、輝度曲線に段差が発生する現象が防止さ
れて画素１１０の応答特性が改善され、均一な画質の映像が表示される。
【００５０】
　図３は、図２に示した画素の駆動方法を示す波形図である。便宜上、図３では、１フレ
ームの間に画素に供給される駆動信号を示す。以下、図３を図２と結びつけて図２に示し
た画素の駆動方法を詳細に説明する。
【００５１】
　図３を参照すれば、まず、初期化期間として設定される第１期間Ｔ１に画素１１０にロ
ーレベルの以前走査信号ＳＳｎ－１が供給される。そうすると、ローレベルの以前走査信
号ＳＳｎ－１に対応して第１及び第７トランジスタＴ１、Ｔ７がターンオンされる。これ
により、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極及び第２ノードＮ２に初期化電源Ｖ
ｉｎｉｔの電圧が伝達される。ここで、初期化電源Ｖｉｎｉｔの電圧は画素１１０を初期
化できる値、例えば、データ信号Ｖｄａｔａの最低電圧よりも低い値に設定されることが
できる。
【００５２】
　特に、本発明においては、第１トランジスタＴ１により第１期間Ｔ１に有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤのアノード電極に初期化電源Ｖｉｎｉｔの電圧をリセット電圧として供給す
ることで、フレーム毎にアノード電圧を一定にリセットさせることができる。
【００５３】
　その後、プログラミング期間として設定される第２期間Ｔ２に画素１１０にローレベル
の現在の走査信号ＳＳｎが供給される。そうすると、ローレベルの現在の走査信ＳＳｎに
対応して第２及び第４トランジスタＴ２、Ｔ４がターンオンされる。そして、第４トラン
ジスタＴ４によりダイオード連結される第３トランジスタＴ３がターンオンされ、先の第
１期間Ｔ１に第２ノードＮ２が初期化されたので、第３トランジスタＴ３は順方向にダイ
オード連結される。
【００５４】
　これにより、データ線Ｄｍに供給されたデータ信号Ｖｄａｔａが第２乃至第４トランジ
スタＴ２～Ｔ４を経由して第２ノードＮ２に供給される。このとき、第３トランジスタＴ
３がダイオード連結されているので、第２ノードＮ２にはデータ信号Ｖｄａｔａと第３ト
ランジスタＴ３の閾値電圧の差に対応する電圧が供給される。第２ノードＮ２に供給され
た電圧は、第１キャパシタＣ１に格納される。
【００５５】
　その後、現在の走査信号ＳＳｎの電圧レベルがハイレベルに遷移されると、第２キャパ
シタＣ２のカップリング作用により第２ノードＮ２の電圧が現在の走査信号ＳＳｎの電圧
変動幅に対応して変更される。
【００５６】
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　その後、発光期間として設定される第３期間Ｔ３に発光制御信号ＥＭＩがローレベルに
遷移される。そうすると、ローレベルの発光制御信号ＥＭＩにより第５及び第６トランジ
スタＴ５、Ｔ６がターンオンされる。これにより、第１電源ＥＬＶＤＤから第５トランジ
スタＴ５、第３トランジスタＴ３、第６トランジスタＴ６及び有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄを経由して第２電源ＥＬＶＳＳの経路に駆動電流が流れるようになる。
【００５７】
　このとき、駆動電流は第３トランジスタＴ３により制御されるものであって、第３トラ
ンジスタＴ３は自身のゲート電極に供給される電圧、即ち、第２ノードＮ２の電圧に対応
する大きさの駆動電流を発生させる。
【００５８】
　一方、第２期間Ｔ２に第１キャパシタＣ１には第３トランジスタＴ３の閾値電圧が反映
された電圧が格納されているので、第３期間Ｔ３に第３トランジスタＴ３の閾値電圧が補
償される。
【００５９】
　また、各フレームの第１期間Ｔ１にアノード電圧が一定のリセット電圧によりリセット
されるため、第３期間Ｔ３にアノード電圧の変動によるキックバック電圧が発生してもこ
れは以前フレームの階調と関係なく、階調別に均一に維持される。
【００６０】
　図４は、本発明の他の実施形態に係る画素を示す回路図である。図４を説明すると、図
２と同一の部分には同一の符号を付し、これについての詳細な説明は省略する。
【００６１】
　図４を参照すれば、本発明の他の実施形態に係る画素１１０'において、第１トランジ
スタＴ１'は、有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極と第２電源ＥＬＶＳＳとの間
に接続される。即ち、本実施形態において、アノード電圧をリセットするためのリセット
電圧は第２電源ＥＬＶＳＳの電圧に設定される。このようにリセット電圧が第２電源ＥＬ
ＶＳＳの電圧に設定されれば、キックバック電圧が大きく発生して第２ノードＮ２電圧の
上昇幅が増加する。これにより、低階調（特に、ブラック諧調）における階調の表現が更
に容易になる。
【００６２】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能であることはもちろん
であり、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００６３】
　１００　　画素部
　１１０　　画素
　２００　　走査駆動部
　３００　　データ駆動部
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